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これまで、国・地方公共団体の会計は、現金収支に着目した「現金主義会計（単式簿記）」が採用されてきました。
しかし、地方公共団体の厳しい財政状況が続く中、財政の透明性、住民に対する説明責任、資産や債務の管理に活用
するため、従来の手法に加え、『発生主義・複式簿記に基づく企業会計的手法』を活用した財務書類整備の必要性が高
まり、平成２７年１月には、国が全ての地方公共団体に対して、平成２９年度末までに統一的な基準による財務書類の
作成を要請しています。
本町では、令和４年度の決算について、一般会計等、全体会計、連結会計において、統一的な基準による財務書類
（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書及び資金収支計算書）を作成し、本町所有の資産や負債の残高、
年間の資金収支の状況などを公表します。

【財務書類４表の相関関係】

※1 貸借対照表の資産のうち「現金預金」の額は、資金収支計算書の本年度末残高に本年度末歳計外現金残高を足したものと対応します。
※2 貸借対照表の「純資産」の額は、純資産変動計算書の本年度末残高と対応します。
※3 行政コスト計算書の「純行政コスト」の額は、純資産変動計算書に記載されます。

【対象とする会計の範囲】

令和４年度 篠栗町財務書類の公表について

現金預金

負債

本年度末残高
前年度末残高
財務活動収支
投資活動収支
業務活動収支

純資産

臨時損失

純行政コスト
臨時利益

本年度末残高
固定資産等の変動

財源
経常収益 純行政コスト

貸借対照表 行政コスト計算書 純資産変動計算書 資金収支計算書
経常経費 前年度末残高

資産 ※3

＋本年度末歳計外現金残高※1※2

連結会計

・一般会計 ・国民健康保険特別会計

・後期高齢者医療特別会計

・流域関連公共下水道事業会計（法適化）

・水道事業会計（法適化）

全体会計

・糟屋郡自治会館組合 ・福岡県自治会館管理組合

・福岡県自治振興組合 ・福岡県都市圏広域行政事業組合

・須惠町他二ヶ町清掃施設組合 ・粕屋南部消防組合

・福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合 ・北筑昇華苑組合

・福岡県後期高齢者医療広域連合 ・福岡県介護保険広域連合

・糟屋郡篠栗町一市五町財産組合

一部事務組合・第3セクター等

一般会計等 特別会計
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（１）貸借対照表とは
　本町が、これまでにどのような資産を、どのような財源で取得してきたかを表示した一覧表です。
　左側が保有している「資産」、右側が資産取得のために調達した財源を、「負債」と「純資産」に分けて表しており、「資産」＝
「負債」＋「純資産」となり、左右のバランスがとれることから、バランスシート（ＢＳ）とも呼ばれます。
「資産」は”将来世代に残る財産”、「負債」は”将来世代の負担となる債務”、「純資産」は”これまでの世代の負担部分”という見方
ができます。

◆指標（一般会計等） ※令和5年1月1日の人口：31,020人 令和4年1月1日の人口：31,353人

 　1（１）有形固定資産　　 事業用資産：庁舎、学校、公民館など 物品：公用車、コピー機など
インフラ資産：道路、公園、上下水道など

　   （２）無形固定資産 ソフトウェア、地上権など
   　（３）投資その他の資産 投資及び出資金：運用目的の有価証券、出資金など

長期延滞債権：税等の未収金や貸付金などの回収期限到来後1年以上を経過した資産
基金：減債基金、その他特定の目的のため積立てた基金など
徴収不能引当金：長期延滞債権等の金銭債権に対する将来の取立不能見込額を見積もったもの

 ２ 流動資産 現金預金：当年度末の現金預金残高
未収金：税収や使用料手数料のうち回収期限が到来後1年を経過していない資産
財政調整基金等：財政調整基金、1年以内に地方債の償還に充てられる減債基金

 ３ 固定負債 地方債：地方債のうち償還期限が1年を超えるもの
退職手当引当金：仮に年度末に全職員が退職した場合の退職金必要額

 ４ 流動負債 1年以内償還予定地方債等：地方債のうち償還期限が1年以内のもの
未払金：期末までに支払義務の原因が生じており、金額が確定又は合理的に見積もることができるもの

 ５ 純資産 純資産合計：これまでの世代が負担して蓄積された資産

（２）一般会計等貸借対照表　

前年比

48,498

39,997

△ 6,825

46,823

8,500

-

6

76

-

114%

- -

426 101%

94%

94%

-

92%

-

-

-

△ 3

-

48,498

7,140

-

314

-

6,826

-

-

692

785

-

-

6

87

-

-

△ 7,284

47,707

48,349

　純資産の部合計

-

-

△ 4

-

48,349

45,523

42,820

22,337

20,281

202

122

2,581

1,281

-

0

1,300

-

-

2,975

1,601

78

0

1,300

1,305

1,654

-

-

2,746

569

76

-

2,104

１．資産形成度 ・住民１人あたりの資産額

 （3）投資その他の資産

22,043

20,276

200

125

 （1）有形固定資産

　　　事業用資産

　　　インフラ資産

　　　物品

 （2）無形固定資産

1　固定資産

勘定科目 令和4年度 令和3年度

（資産合計 ÷ 人口）
指　　　標　

２．財政の持続可能性
３．世代間公平性

・住民１人あたりの負債額
・将来世代の負担を表す比率

計算方法

（負債合計 ÷ 人口）
（地方債 ÷ 有形・無形固定資産）

1,547千円
　255千円 　271千円
8.11% 8.54%

11

△ 86

△ 490

871

-

-

342

-

7,288

7,630

789 △ 97

令和4年度

△ 462

-

△ 28

令和3年度 増　　減

-

40,423

- -

△ 574 93%

884 102%

△ 459 107%

-

88%

- -

- -

-

- -

- -

-

 （6）賞与等引当金

 （8）その他

　負債の部合計 7,926

354 127%

1 133%

△ 149 100%

△ 2 97%

378 115%

24 102%

36%

-

- -

- -

△ 229 92%

△ 1,032

- -

-

-

-

1　固定負債

△ 294 99%

△ 301 99%

 （2）長期未払金

 （3）退職手当引当金

 （4）損失補償等引当金

 （5）その他

2 流動負債

△ 2 99%

3 102%

△ 5

2,959

42,519  （1）地方債

80 100%45,603

-

90%

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。
　負債及び純資産の部合計

 （1）固定資産等形成分

 （2）余剰分（不足分）

 （7）徴収不能引当金

　資産の部合計

 （4）基金 804 162%

 （3）短期貸付金

 （6）その他

- -

- -

△ 149 100%

-

 （5）棚卸資産

3　繰延資産

基金

投資及び出資金

長期延滞債権

長期貸付金

徴収不能引当金

 （7）預り金

 （5）前受収益

 （1）現金預金

 （2）未収金

 （4）前受金

-

- -

 （2）未払金

 （3）未払費用

 （1）1年内償還予定地方債

2 流動資産

　　　その他

-

令和4年度 令和3年度
1,559千円

増　　減 前年比

100%

資産の部 負債及び純資産の部
勘定科目

（単位：百万円）

１ 貸借対照表 （BS） 【 令和5年3月31日現在 】
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（１）行政コスト計算書とは
資産の形成に繋がらない行政活動に要した1年間の費用（コスト）と、その費用を賄うために収納した受益者負担（使用料や
手数料など）の収益を表わしたもので、民間企業における「損益計算書」にあたります。
経常費用から経常収益を引いた「純経常行政コスト」が、直接的な収入では賄えなかった費用となり、町税や地方交付税、
国県補助金などで賄ったこととなります。

◆指標（一般会計等） ※令和5年1月1日の人口：31,020人 令和4年1月1日の人口：31,353人

【経常費用】
 1　業務費用
（1）人件費：町議会議員の報酬、職員の給与、期末手当、退職手当に関する引当金繰入額など
（2）物件費等：消耗品費、公共施設の維持・補修費、減価償却費など
（3）その他の業務費用：支払利息、徴収不能引当金繰入額など

 2　移転費用
（1）補助金等：分担金、補助金、交付金など
（2）社会保障給付：児童手当、障がい者支援、生活保護等の給付費用など
（3）他会計への繰出金
（4）その他：補償補填、賠償金、消費税、自動車重量税等の公課費など

【 経常収益】
 1 使用料及び手数料 行政サービスの対価として受け取る収益、公民館等の施設使用料や証明書発行手数料など
2　その他 保有資産から生じる収益、預金利息など
【臨時損失】 災害復旧事業費や資産除売却損など臨時に発生したコスト
【臨時利益】 資産売却益など臨時に発生した収益
【純行政コスト】 純経常行政コストから臨時損失・臨時利益を加減した純粋な行政コスト

（２）一般会計等行政コスト計算書

383
2,574

10,008
-
-

10,008

10,143
-
-

10,143
276 430

134
563
14

指　　　標　
１．行政サービスの効率性
２．財政の自律性

・住民１人あたりの純経常行政コスト
・受益者負担の割合

計算方法
（純経常行政コスト ÷ 人口）
（経常収益 ÷ 経常費用）

146

10,565

 　（4）その他

1,994

 　（2）物件費等
　　　　内、減価償却費 977

4,407
1,500
6,051

382

145

 　（2）社会保障給付
（3）他会計への繰出金

令和4年度

5.33%

1,882
4,853
85
986
4,153
1,479
5,718
10,571

106%333

令和3年度 金額 前年比

100%

93%

100%

75%△ 141

100%

101%

106%

113%

77%

（単位：百万円）
行政コスト計算書

△ 6
勘定科目

 経常費用
 1　業務費用
 　（1）人件費

99%

令和4年度 令和3年度
327千円 319千円
3.99%

101%

-

-

101%

171%

12
△ 154
135
-
-

135

109%

64%

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

21
254
△ 9
60

△ 339
242

△ 580
△ 1
0

 純行政コスト

 経常収益
 1 使用料及び手数料
 2　その他
 純経常行政コスト
 臨時損失
 臨時利益

422
14

（1）補助金等

 　（3）その他の業務費用
 2　移転費用

2,124
4,514

２ 行政コスト計算書(ＰＬ) 【令和4年4月1日～令和5年3月31日】
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（１）純資産変動計算書とは
貸借対照表における、純資産の1年間の増減をその要因別に表したもので、民間企業における「株主資本等変動計
算書」にあたります。
行政コスト計算書における純行政コストが、マイナス要因として示され、その不足分を税収等と国県等補助金の
財源で賄えたかを表しており、計算結果の「本年度純資産変動額」がプラスの場合は、将来にわたって使用可能な
資産が増加、マイナスの場合は、過年度に蓄積してきた資産が減少したことを示しています。

◆指標（一般会計等）

 ※資産形成等を行う余裕はどのくらいあるか  ※純経常行政コストは行政コスト計算書記載 ※100％を上回ると財源不足（資産取崩）

前年度末純資産残高 前期の貸借対照表の純資産の金額

 1 純行政コスト 行政コスト計算書の純行政コスト

 2　財源
（1）税収等：地方税、地方交付税、地方譲与税、分担金・負担金など
（2）国県等補助金：国庫支出金、県支出金など

本年度差額 本年度の純資産の増減

 1　固定資産の変動（内部変動） 固定資産取得による増加や固定資産の減価償却費相当額及び除売却による減少等の変動額

 2　資産評価差額 固定資産取得による増加や固定資産の減価償却費相当額及び有価証券や出資金等の評価差額

 3　無償所管換等 無償譲渡や寄附等で無償取得した固定資産の評価額等

 4　その他 上記以外の純資産及びその内部構成の変動

本年度純資産変動額 本年度の純資産変動額

本年度末純資産残高 貸借対照表の純資産額と一致

（２）一般会計等純資産変動計算書

指　　　標　 計算方法 令和4年度 令和3年度
１．財政の弾力性 ・行政コスト対税収等比率 （純経常行政コスト ÷ 財源）

 本年度差額
 1　固定資産の変動（内部変動）
 2　資産評価差額

231
-
-

97.77% 87.27%

39,997

△ 171366
-

△ 1,399
 本年度末純資産残高 40,423

勘定科目
 前年度末純資産残高
 1 純行政コスト
 2　財源
　　　（1）税収等

1,459
-

（単位：百万円）

純資産変動計算書

-

（2）国県等補助金

 4　その他
 本年度純資産変動額

195
-

426

39,997 38,172
増　　減

-

△ 1,228

-

11,467
7,661
3,806

令和3年度

△ 10,143
10,375
7,087

令和4年度

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

426

1,825
△ 135
△ 1,092

-
1,825

△ 574
△ 5193,287

△ 10,008

 3　無償所管換等

３ 純資産変動計算書 （NW） 【令和4年4月1日～令和5年3月31日】
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（１）資金収支計算書とは
１年間の行政活動における資金（現金預金）の増減を、①業務活動、②投資活動、③財務活動に区分し、それぞれの行政活動ごと
の資金収支を示したもので、民間企業における「キャッシュフロー計算書」にあたります。
計算結果である「本年度末現金預金残高」は、貸借対照表の「２流動資産―（１）現金預金」と一致します。

◆指標（一般会計等）

※財政に持続可能性があるか ※地方債の元利償還額を除いた歳出と地方債発行収入を除いた歳入のバランスを示す指標
　プラスの場合は持続可能な財政運営であるといえる

 1　業務活動収支 行政サービスを行う中で、毎年継続的に収入、支出されるものの差引き
 　　 業務支出 人件費や物件費、支払利息、補助金等、社会保障給付、他会計繰出金など
 　　 業務収入 税収、国県等補助金、保険料、使用料手数料など

 臨時支出 災害復旧事業費など
 臨時収入 臨時支出の財源に充当した国県等補助金収入など

 2　投資活動収支 学校、公園、道路などの資産形成や出資金、貸付金などの収入、支出などの差引き
 　　 投資活動支出 公共施設等整備費、基金積立金、投資及び出資金、貸付金など
 　　 投資活動収入 国県等補助金や基金繰入金、貸付金元金収入、資産売却収入など
 3　財務活動収支 地方債の元金償還などの支出と地方債発行等の収入の差引き
 　　 財務活動支出 地方債の元金償還による支出など
 　　 財務活動収入 地方債発行、借入等による収入など
 本年度資金収支額 本年度の資金の増減額
 前年度末資金残高 前年度からの資金の繰越金
 本年度末資金残高 次年度へ繰り越す資金の残高
 前年度末歳計外現金高 前年度からの預り金の繰越金
 本年度末歳計外現金増減額 本年度の預り金の増減額
 本年度末歳計外現金高 次年度へ繰り越す預り金の残高
 本年度末現金預金残高 次年度へ繰り越す資金、預り金の残高

（２）一般会計等資金収支計算書

令和4年度 令和3年度指　　　標　
１．財政の持続可能性 ・基礎的財政収支

計算方法
（業務活動収支（支払利息を除く）＋投資活動収支） 702百万円 2,001百万円

-

100%

36%

184%

99%

47%

-107%

252%963
35%

120%

△ 9

△ 1,667

1,595

 　　 財務活動収入 △ 263
△ 1,995

-

-

144%

143%

0%

632
 本年度資金収支額
 前年度末資金残高

1,667
0

△ 558

1,166
10

△ 304
798

 臨時支出
 臨時収入 -

△ 254

 本年度末歳計外現金高
 本年度末現金預金残高

 前年度末歳計外現金高
 本年度末歳計外現金増減額

 2　投資活動収支
 　　 投資活動支出
 　　 投資活動収入
 3　財務活動収支
 　　 財務活動支出

 本年度末資金残高

9,605
10,798

勘定科目
 1　業務活動収支
 　　 業務支出
 　　 業務収入

49%

100%

90%

令和4年度 令和3年度 増　　減 前年比

569

563
6
0
6 0

△ 1,032

△ 1,032
1
-

1,595
5
0

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

1,601
6

789
231

△ 1,032

△ 1,229
△ 22

△ 1,251
-
-

494
963

9,627
12,049

-
-

△ 1,155

-

△ 512
501
△ 10

（単位：百万円）
資金収支計算書

2,4221,193

４ 資金収支計算書 （CF） 【令和4年4月1日～令和5年3月31日】
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Ⅲ　全体会計財務書類

　１　　貸借対照表　 (令和5年3月31日現在）

（単位：百万円）
資産の部 負債及び純資産の部

勘定科目 勘定科目令和4年度 令和3年度 増　減 令和4年度 令和3年度 増　減
1　固定資産 61,310 61,341 △ 31 1　固定負債 20,868 21,459 △ 591

 （1）有形固定資産 57,497 57,890 △ 393  （1）地方債 12,752 13,467 △ 715

　　　事業用資産 22,043 22,337 △ 294  （2）長期未払金 - - -

359 △ 31

　　　物品 652 650 2  （4）損失補償等引当金 - - -

　　　インフラ資産 34,803 34,903 △ 100  （3）退職手当引当金 328

7,633 155

 （3）投資その他の資産 2,628 2,249 379 2 流動負債 1,727 1,812 △ 85

 （2）無形固定資産 1,185 1,201 △ 16  （5）その他 7,788

1,431 △ 92

長期延滞債権 - - -  （2）未払金 50 64 △ 14

投資及び出資金 974 949 25  （1）1年内償還予定地方債 1,339

- -

基金 1,654 1,300 354  （4）前受金 - - -

長期貸付金 0 0 -  （3）未払費用 -

- -

徴収不能引当金 - - -  （6）賞与等引当金 95 83 12

　　　その他 - - -  （5）前受収益 -

6 0

 （1）現金預金 1,547 2,426 △ 879  （8）その他 236 228 8

2 流動資産 3,918 3,975 △ 57  （7）預り金 6

23,271 △ 676

 （3）短期貸付金 0 0 -  （1）固定資産等形成分 63,415 62,642 773

 （2）未収金 283 254 29 　負債の部合計 22,595

△ 20,596 △ 184

 （5）減債基金 - - -

 （4）財政調整基金 2,104 1,300 804  （2）余剰分（不足分） △ 20,780

 （7）その他 - - -

 （6）棚卸資産 6 6 0

42,046 588

　資産の部合計 65,229 65,316 △ 87 　負債及び純資産の部合計 65,229 65,316 △ 87

 （8）徴収不能引当金 △ 21 △ 11 △ 10 　純資産の部合計 42,634

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

全体会計とは、一般会計等に特別会計等（特定の事業や特定の資金を運用するために、一般会計と区分して管理する会計）を含
めたものです（（対象となる会計の範囲）参照）。全体会計の財務書類４表は下記の通りとなります。
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 経常費用
 １　業務費用
　　（1）人件費
　　（2）物件費等
　　　　  内、減価償却費
　　（3）その他の業務費用
 ２　移転費用
（1）補助金等

　　（2）社会保障給付
（3）他会計への繰出金

　　（4）その他
 経常収益
 １ 使用料及び手数料
 ２　その他
 純経常行政コスト
 臨時損失
 臨時利益
 純行政コスト

14,557 14,683 △ 126
7,197 6,892 305

２ 行政コスト計算書 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）
（単位：百万円）

行政コスト計算書
勘定科目 令和4年度 令和3年度 増　減

1,509 1,505 4
272 232 40

1,603 1,590 13
5,323 5,071 252

1,994 2,574 △ 580
- - -

7,360 7,791 △ 431
5,352 5,186 166

1,075 1,061 14
322 464 △ 142

14 31 △ 17
1,397 1,525 △ 128

19 58 △ 39
13,142 13,193 △ 51

13,160 13,158 2
0 93 △ 93

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。
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　3　　純資産変動計算書　 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）
（単位：百万円）

純資産変動計算書
勘定科目 令和4年度 令和3年度 増　減

 ２　財源 13,643 13,670 △ 27
　　（1）税収等 8,482 7,900 582

 前年度末純資産残高 42,046 43,421 △ 1,375
 １ 純行政コスト △ 13,142 △ 13,193 51

 3　無償所管換等 195 -

（2）国庫等補助金 5,161 5,770 △ 609
本年度差額 501 477 24

本年度純資産変動額 589 △ 1,375 1,964
 本年度末純資産残高 42,635 42,046 589

 4　その他 △ 107 △ 1,852 1,852

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

4 資金収支計算書 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（単位：百万円）
資金収支計算書

勘定科目 令和4年度 令和3年度 増　減

　　　 業務収入 14,721 14,971 △ 250
 臨時支出 0 93 △ 93

 １　業務活動収支 1,676 1,795 △ 119
　　　 業務支出 13,063 13,141 △ 78

　　　 投資活動支出 1,886 1,349 537
　　　 投資活動収入 7 1,383 △ 1,376

 臨時収入 19 58 △ 39
 ２　投資活動収支 △ 1,879 34 △ 1,913

　　　 財務活動収入 625 999 △ 374
 本年度資金収支額 △ 879 856 △ 1,735

 ３　財務活動収支 △ 677 △ 973 296
　　　 財務活動支出 1,302 1,972 △ 670

 前年度末歳計外現金高 6 5 1
 本年度末歳計外現金増減額 0 0 0

 前年度末資金残高 2,420 1,564 856
 本年度末資金残高 1,541 2,420 △ 879

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

 本年度末歳計外現金高 6 6 0
 本年度末現金預金残高 1,547 2,426 △ 879
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※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

45,174 1,016

　資産の部合計 69,195 68,851 344 　負債及び純資産の部合計 69,195 68,851 344

 （8）徴収不能引当金 △ 21 △ 11 △ 10 　純資産の部合計 46,190
 （7）その他 - - -

 （6）棚卸資産 6 6 0

△ 20,637 △ 224

 （5）減債基金 - - -

 （4）財政調整基金 2,198 1,390 808  （2）余剰分（不足分） △ 20,861

23,677 △ 672

 （3）短期貸付金 - - -  （1）固定資産等形成分 67,050 65,811 1,239

 （2）未収金 285 256 29 　負債の部合計 23,005

7 0

 （1）現金預金 1,875 2,789 △ 914  （8）その他 237 228 9

2 流動資産 4,342 4,431 △ 89  （7）預り金 7

- -

徴収不能引当金 △ 2 △ 3 1  （6）賞与等引当金 115 101 14

　　　その他 1 51 △ 1  （5）前受収益 -

- -

基金 3,130 2,191 939  （4）前受金 - - -

長期貸付金 - - -  （3）未払費用 -

1,468 △ 107

長期延滞債権 4 5 △ 1  （2）未払金 50 64 △ 14

投資及び出資金 974 951 23  （1）1年内償還予定地方債 1,361

7,633 155

 （3）投資その他の資産 4,106 3,194 912 2 流動負債 1,769 1,867 △ 98

 （2）無形固定資産 1,189 1,205 △ 16  （5）その他 7,788
　　　物品 714 727 △ 13  （4）損失補償等引当金 - - -

　　　インフラ資産 34,803 34,903 △ 100  （3）退職手当引当金 559
　　　事業用資産 24,040 24,391 △ 351  （2）長期未払金 - - -

583 △ 24

1　固定資産 64,853 64,420 433 1　固定負債 21,236 21,810 △ 574

 （1）有形固定資産 59,557 60,021 △ 464  （1）地方債 12,889 13,593 △ 704

Ⅳ　連結会計財務書類

　１　　貸借対照表　 (令和5年3月31日現在）

（単位：百万円）

資産の部 負債及び純資産の部
勘定科目 勘定科目令和4年度 令和3年度 増　減 令和4年度 令和3年度 増　減

連結会計とは、全体会計に一部事務組合及び第３セクター等を含めたものです（（対象となる会計の範囲）参照）。連結会計の
財務書類４表は下記の通りとなります。
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 経常費用
 １　業務費用
　　（1）人件費
　　（2）物件費等
　　　　  内、減価償却費
　　（3）その他の業務費用
 ２　移転費用
（1）補助金等

　　（2）社会保障給付
（3）他会計への繰出金

　　（4）その他
 経常収益
 １ 使用料及び手数料
 ２　その他
 純経常行政コスト
 臨時損失
 臨時利益
 純行政コスト
※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

19 58 △ 39
19,091 18,772 319

19,109 18,735 374
0 95 △ 95

1,097 1,081 16
804 962 △ 158

20 43 △ 23
1,901 2,043 △ 142

1,994 2,574 △ 580
- - -

12,416 12,531 △ 115
10,402 9,914 488

1,615 1,613 2
599 582 17

1,895 1,855 40
6,100 5,810 290

21,010 20,778 232
8,594 8,247 347

２ 行政コスト計算書 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（単位：百万円）

行政コスト計算書
勘定科目 令和4年度 令和3年度 増　減
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※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

 比例連結割合変更に伴う差額 9 △ 25 -

 本年度末歳計外現金高 6 6 2
 本年度末現金預金残高 1,875 2,789 △ 914

 前年度末歳計外現金高 6 5 4
 本年度末歳計外現金増減額 1 0 △ 2

 前年度末資金残高 2,783 1,906 877

 本年度末資金残高 1,869 2,783 △ 914

　　　 財務活動収入 660 1,022 △ 362
 本年度資金収支額 △ 924 903 △ 1,827

 ３　財務活動収支 △ 677 △ 985 308
　　　 財務活動支出 1,337 2,007 △ 670

　　　 投資活動支出 2,019 1,424 595
　　　 投資活動収入 67 1,463 △ 1,396

 臨時収入 19 58 -
 ２　投資活動収支 △ 1,953 40 △ 1,993

　　　 業務収入 21,076 21,013 63
 臨時支出 0 93 △ 93

 １　業務活動収支 1,706 1,848 △ 142
　　　 業務支出 19,389 19,130 259

※財務書類の数値は百万円単位となっており、表示単位で四捨五入しているため合計金額と一致しない場合があります。

4 資金収支計算書 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（単位：百万円）
資金収支計算書

勘定科目 令和4年度 令和3年度 増　減

本年度純資産変動額 1,016 △ 1,911 2,927
 本年度末純資産残高 46,190 45,174 1,016

 4　その他 419 △ 2,359 2,778

 3　無償所管換等 195 - -

（2）国庫等補助金 6,402 6,928 △ 526
本年度差額 402 449 △ 47

 ２　財源 19,494 19,221 273
　　（1）税収等 13,092 12,293 799

 前年度末純資産残高 45,174 47,085 △ 1,911
 １ 純行政コスト △ 19,091 △ 18,772 △ 319

　3　　純資産変動計算書　 (令和4年4月1日～令和5年3月31日）

（単位：百万円）
純資産変動計算書

行政コスト計算書 令和4年度 令和3年度 増　減
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（2）歳入額対資産比率 ［資産合計÷歳入総額］
（3）有形固定資産減価償却率（資産老朽化比率）
［減価償却累計額÷（有形固定資産合計 - 土地＋減価償却累計額）］

（2）社会資本形成の世代間負担比率（将来世代の負担を表す比率）
　　［地方債残高÷有形・無形固定資産］

（2）基礎的財政収支（プライマリーバランス）
[業務活動収支（支払利息支出を除く)+ 投資活動収支]

※県内平均値：福岡県内における類似団体区分が同一の団体の平均値
【福岡県内「類似団体区分V-2」の地方自治体】
団体名 篠栗町、宇美町、志免町、須恵町、新宮町、粕屋町、水巻町、筑前町、岡垣町、福智町

住民基本台帳人口 31,020人 31,353人

6 住民基本台帳人口

令和5年1月1日 令和4年1月1日

（1）受益者負担の割合　[経常収益÷経常費用] 行政コスト計算書 3.99% 5.33% 4.51%

5 自律性 ～行政サービスの受益者がその費用をどのくらい負担しているか（受益者負担の水準はどうなっているか）～

【一般会計等】

指標の種類 財務書類
令和4年度
篠栗町

※参考（令和3年度）

篠栗町 県内町平均値

（1）住民1人当りの純経常行政コスト [純経常行政コスト÷人口] 行政コスト計算書 327千円 319千円 383千円

4 効率性 ～行政サービスは効率的に提供されているか～

【一般会計等】

指標の種類 財務書類
令和4年度
篠栗町

※参考（令和3年度）

篠栗町 県内町平均値

資金収支計算書 702,200千円 2,000,509千円 1,385,400千円

（1）住民1人当りの負債額 [負債÷人口] 貸借対照表 255千円 271千円 392千円

【一般会計等】

指標の種類 財務書類
令和4年度
篠栗町

※参考（令和3年度）

篠栗町 県内町平均値

貸借対照表 8.11% 8.54% 14.72%

3 持続可能性（健全性） ～財政に持続可能性があるか（どのくらい借入があるか）～

（1）純資産比率（現世代の負担を表す比率） ［純資産÷総資産］ 貸借対照表 83.61% 82.47% 74.85%

2 世代間公平性 ～将来世代と現世代との負担の分担は適切か～

【一般会計等】

指標の種類 財務書類
令和4年度
篠栗町

※参考（令和3年度）

篠栗町 県内町平均値

貸借対照表ほか 3.83年 3.68年 3.02年

貸借対照表 56.31% 54.51% 62.03%

（1）住民1人当りの資産額 貸借対照表 1,559千円 1,547千円 1,508千円

１ 資産形成度 ～将来世代に残る資産はどのくらいあるか～

【一般会計等】

指標の種類 財務書類
令和4年度
篠栗町

※参考（令和3年度）

篠栗町 県内町平均値

財務書類分析一覧 － 財務書類から分かる指標 －
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